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【発行日】平成27年5月7日(2015.5.7)

【公開番号】特開2013-215243(P2013-215243A)
【公開日】平成25年10月24日(2013.10.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-058
【出願番号】特願2012-85896(P2012-85896)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月19日(2015.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の断層画像を取得する取得手段と、
　前記断層画像における視細胞層の壊れの度合いを定量化する定量化手段と、を備えるこ
とを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記定量化手段は、前記断層画像における視細胞層の深さ方向に対する位置のばらつき
と、前記視細胞層の断続性とのうち少なくとも一方に関する値を取得することを特徴とす
る請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記定量化手段は、前記断層画像における層構造の並行度に基づいて、前記視細胞層の
壊れの度合いを定量化することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記定量化手段は、前記断層画像をフラクタル解析した結果に基づいて、前記視細胞層
の壊れの度合いを定量化することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項５】
　前記定量化手段は、前記断層画像のテクスチャの統計的特徴に基づいて、前記視細胞層
の壊れの度合いを定量化することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項６】
　前記定量化手段は、前記断層画像におけるランレングス行列を用いたテクスチャ特徴量
に基づいて、前記視細胞層の壊れの度合いを定量化することを特徴とする請求項１乃至５
のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記断層画像から処理対象の領域を決定する決定手段を更に備え、
　前記定量化手段は、前記断層画像における前記決定された領域内の視細胞層の壊れの度
合いを定量化することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項８】
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　前記断層画像において網膜色素上皮層を検出する検出手段と、
　前記断層画像における前記網膜色素上皮層を含む領域を、前記視細胞層を含む領域とし
て決定する決定手段と、を更に備え、
　前記定量化手段は、前記決定された領域に含まれている層の壊れの度合いを、前記視細
胞層の壊れの度合いとして定量化することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に
記載の画像処理装置。
【請求項９】
　被検眼の断層画像を取得する取得手段と、
　前記断層画像において網膜色素上皮層を検出する検出手段と、
　前記断層画像における前記網膜色素上皮層を含む領域を決定する決定手段と、
　前記決定された領域に含まれる層の壊れの度合いを定量化する定量化手段と、を備える
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
　前記定量化手段は、前記断層画像における前記層の深さ方向に対する位置のばらつきと
、前記層の断続性とのうち少なくとも一方に関する値を取得することを特徴とする請求項
９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記決定手段は、中心窩付近の視細胞内節外節接合部を含む位置に前記領域を決定する
ことを特徴とする請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記決定手段は、前記断層画像から網膜色素上皮層を検出して前記領域の深さ方向の位
置を決定し、網膜色素上皮層に沿うように前記領域の傾きを決定することにより、前記領
域に視細胞層が含まれるように該領域を決定することを特徴とする請求項７乃至１１のい
ずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記決定手段により決定された領域の位置を修正あるいは指定するためのユーザ操作を
受け付ける入力手段を更に備えることを特徴とする請求項７乃至１２のいずれか１項に記
載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記決定手段で決定される前記領域の形状を、前記断層画像における層形状の湾曲の度
合いに応じて湾曲させる形状補正手段を更に備えることを特徴とする請求項７乃至１３の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記断層画像において、層形状の湾曲の度合いを低減するように補正する形状補正手段
を更に備えることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記断層画像についてスペックルノイズを低減する低減手段を更に備え、
　前記定量化手段は、前記低減手段によりスペックルノイズが低減された断層画像におけ
る視細胞層の壊れの度合いを定量化することを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１
項に記載の画像処理装置。
【請求項１７】
　前記断層画像の深度方向のピクセル分解能を調整する調整手段を更に備え、
　前記定量化手段は、前記調整手段によりピクセル分解能が調整された断層画像における
視細胞層の壊れの度合いを定量化することを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項
に記載の画像処理装置。
【請求項１８】
　前記調整手段は、中心窩付近における深度方向のピクセル分解能を他の部分よりも高く
することを特徴とする請求項１７に記載の画像処理装置。
【請求項１９】
　前記定量化手段が定量化した値を表示手段に表示させる表示制御手段を更に備えること
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を特徴とする請求項１乃至１８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項２０】
　前記定量化手段が定量化した層構造の壊れの度合いの指標を生成する生成手段を更に備
え、
　前記表示制御手段は、前記断層画像と前記指標とを表示手段に表示させることを特徴と
する請求項１９に記載の画像処理装置。
【請求項２１】
　前記表示制御手段は、前記定量化手段が処理の対象とした領域を識別可能に重畳表示さ
せることを特徴とする請求項１９または２０に記載の画像処理装置。
【請求項２２】
　被検眼の断層画像を取得する取得手段と、
　前記断層画像において網膜色素上皮層を検出する検出手段と、
　前記検出された網膜色素上皮層に基づいて、前記断層画像における視細胞層を含む領域
を判定する判定手段と、
　前記視細胞層の壊れの度合いを定量化する定量化手段と、を備えることを特徴とする画
像処理装置。
【請求項２３】
　前記定量化手段は、前記断層画像における前記視細胞層の深さ方向に対する位置のばら
つきと、前記視細胞層の断続性とのうち少なくとも一方に関する値を取得することを特徴
とする請求項２２に記載の画像処理装置。
【請求項２４】
　被検眼の断層画像を取得する取得工程と、
　前記断層画像における視細胞層の壊れの度合いを定量化する定量化工程と、を有するこ
とを特徴とする画像処理方法。
【請求項２５】
　前記定量化工程では、前記断層画像における視細胞層の深さ方向に対する位置のばらつ
きと、前記視細胞層の断続性とのうち少なくとも一方に関する値を取得することを特徴と
する請求項２４に記載の画像処理方法。
【請求項２６】
　前記断層画像から処理対象の領域を決定する決定工程を更に有し、
　前記定量化工程では、前記断層画像における前記決定された領域内の視細胞層の壊れの
度合いを定量化することを特徴とする請求項２４または２５に記載の画像処理方法。
【請求項２７】
　前記断層画像において網膜色素上皮層を検出する検出工程と、
　前記断層画像における前記網膜色素上皮層を含む領域を、前記視細胞層を含む領域とし
て決定する決定工程と、を更に有し、
　前記定量化工程では、前記領域に含まれている層の壊れの度合いを、前記視細胞層の壊
れの度合いとして定量化することを特徴とする請求項２４または２５に記載の画像処理方
法。
【請求項２８】
　被検眼の断層画像を取得する取得工程と、
　前記断層画像において網膜色素上皮層を検出する検出工程と、
　前記断層画像における前記網膜色素上皮層を含む領域を決定する決定工程と、
　前記決定された領域に含まれる層の壊れの度合いを定量化する定量化工程と、を有する
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項２９】
　前記定量化工程では、前記断層画像における前記層の深さ方向に対する位置のばらつき
と、前記層の断続性とのうち少なくとも一方に関する値を取得することを特徴とする請求
項２８に記載の画像処理方法。
【請求項３０】
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　被検眼の断層画像を取得する取得工程と、
　前記断層画像において網膜色素上皮層を検出する検出工程と、
　前記検出された網膜色素上皮層に基づいて、前記断層画像における視細胞層を含む領域
を判定する判定工程と、
　前記視細胞層の壊れの度合いを定量化する定量化工程と、を有することを特徴とする画
像処理方法。
【請求項３１】
　前記定量化工程では、前記断層画像における前記視細胞層の深さ方向に対する位置のば
らつきと、前記視細胞層の断続性とのうち少なくとも一方に関する値を取得することを特
徴とする請求項３０に記載の画像処理方法。
【請求項３２】
　請求項２４乃至３１のいずれか１項に記載の画像処理方法の各工程をコンピュータに実
行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の目的を達成するための、本発明の一態様による画像処理装置は、
　被検眼の断層画像を取得する取得手段と、
　前記断層画像における視細胞層の壊れの度合いを定量化する定量化手段と、を備える。
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